
表紙の写真：非常持ち出し袋の中身を考える「NIC 日本語の会」学習者（P7 参照）
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●NIC PAGE
NICのイベント情報
●名古屋市在住外国人人口
●国際留学生会館から
留学生による「十二単体験会」

●NICレポート
インターン生の活動ふりかえり

●ぶらりライブラリー
「人はみな同じ」「人はみな違う」

●NICあれこれ探検隊
　国際留学生会館チューター

●グローバルに活躍する若者たち
Los Dois / ソリアープロジェクト

●国際協力の窓
名古屋市国際協力推進員  離任のごあいさつ

●姉妹友好都市の広場
メキシコ市との交流・メキシコ文化
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平成30年2月11日（日）は
ビル整備点検のため休館します。

名古屋国際センター休館のお知らせ

外国人と共に考える　
           災害への備え
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名古屋国際センターへは、地下鉄桜通線
「国際センター」駅下車が便利です。

●情報サービスコーナー、ライブラリー●
火～日曜日9:00～19:00（月曜休館）

●貸し施設●
月～日曜日9:00～21:00（予約受付は9:00～17:30）

各種お問い合わせは、
3階情報カウンターまでどうぞ。

情報満載

（052）581-0100

特集

2・3
2018
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鳥飼玖美子氏  講演会

グローバル社会における異文化コミュニケーションのあり方や国際理解、多様性への理解、
“ホンモノの英語力”などについて、講師の豊富な経験を踏まえて分かりやすくお話いただきます。

鳥飼玖美子（とりかい くみこ）
立教大学名誉教授

東洋英和女学院高等部在学中に１年間、交換留学
生として米国に留学。上智大学外国語学部イスパ
ニア語学科卒業。コロンビア大学大学院修士課
程、サウサンプトン大学大学院人文学研究科博士
課程修了。専門分野は、言語コミュニケーション
論、英語教育論、通訳翻訳学。2009年からＮＨＫ
テレビ講座「ニュースで英会話」監修および講師
を務める。

日　時 平成30年3月3日（土）

●申込期間：平成30年2月1日（木）～2月22日（木）
●申込・お問い合わせ：

会　場

定　員

申込方法

参加費

伏見ライフプラザ5Ｆ 鯱城ホール

先着700名 無料

14:00～15:30
13:30～開場
13:40～名古屋国際センター事業紹介

（名古屋市中区栄一丁目23 番13 号）

名古屋国際センターホームぺージ
（http://www.nic-nagoya.or.jp/）から、
または「名古屋国際センター イベント」で検索。
専用申込フォームにてお申込みください。
往信ハガキには ①郵便番号 ②住所 
③氏名（フリガナ）④電話番号をご記入ください。
名古屋国際センターサポーター(賛助会員)の方は、
⑤会員番号をご記入ください。
また、返信ハガキには申込者の住所、氏名をご記入
ください。

※定員になり次第締め切らせていただきます
※参加可否については、後日メールまたは返信ハガキにて連絡いたします。
※参加者は小学生以上の方に限ります。
※手話通訳をご希望の場合は、その旨をご記入ください。

Web申込

往復ハガキ

主催：公益財団法人名古屋国際センター／後援：名古屋市、名古屋市教育委員会

第32 回 外国人芸術作品展（FAE32）第 32 回 外国人芸術作品展（FAE32）

「グローバル社会に求められる異文化コミュニケーション」

NHKテレビ講座「ニュースで英会話」でおなじみ

2月1日（木）
申込スタート
（先着順）

2月1日（木）
申込スタート
（先着順）

〒450-0001
名古屋市中村区那古野一丁目47 番１号
公益財団法人名古屋国際センター総務課
☎052-581-5674 （2月11日（日）は休館）

　平成29年11月7日(火)～12日(日)まで、名古屋国際センター4階
展示室にて「外国人芸術作品展」が開催されました。この作品展は、外
国人ボランティアグループ「セントラル・ジャパン・インターナショナ
ル・ソサエティ (CJIS)」を中心としたボランティアによって運営され
ています。1984年に7か国12名のアーティストによって始まった
当作品展は今回32回目の開催となり、23か国78名のアーティスト
が作品を出展しました。そして、今回は前回を上回る1,200名を超え
る来場者があり、作品を通して交流する姿が見られました。
　昨年度から設けている（公財）名古屋国際センター理事長賞には
NESTOR CORPUZさんを選出し、最終日のクロージングセレモ
ニ―で表彰しました。

理事長賞

お1人様につき1回のWeb申込または
1枚の往復ハガキにてお申し込みください。



★3月3日（土）に「鳥飼玖美子氏講演会」を開催します。
　詳しくは裏表紙をご覧ください。

日本語ボランティア研修 2017
～開かれた地域社会をめざして～

第8回　�お話を聞く会「日本語ボランティアってなに？～
これまでの歩みから考える～」

講師：�松井孝浩氏（横浜市国際交流協会、鶴見国際交流ラウ
ンジ）

　なぜ日本語ボランティアをしているのか？　多文化共生
とはどういう状態か？　日本語ボランティアとは、何のた
めに何をすることなのか？　地域日本語教室でのボラン
ティア・日本語教師・国際交流ラウンジ勤務をしてきた講師
の経験を踏まえて、この3つの疑問について会場のみなさ
んと一緒に考えます。
●日時：2月10日（土）13:30～15:00

第9回　�お話を聞く会「日本語能力試験N3合格のための語
彙指導－『新完全マスター語彙 日本語能力試験Ｎ
３』を使って－」

講師：伊能裕晃氏（東京学芸大学 非常勤講師）
　『新完全マスター語彙 日本語能力試験N3』のコンセプト
や構成についてお話しします。試験で扱われる語彙の解説、
教材を使った具体的な指導方法、語彙の定着に必要な練習
問題の作り方や、下準備に使えるリソースなども紹介する
予定です。
●日時：3月10日（土）13:30～15:30

各回ともに、TNN（東海日本語ネットワーク）との共催。
●場所：名古屋国際センター 3階 第2研修室
●対象：�日本語ボランティア関係者およびその活動に興味

のある方
●参加費：500円（TNN会員は無料）
●定員：先着50名（申込不要）
問 交流協力課　☎052-581-5689　✉vol@nic-nagoya.or.jp

地域の国際化セミナー2018
「ともに生きる、マチをつくる」

　人口減少・高齢化により地域社会の衰退が進む一方で、日
本に暮らす外国人人口は増加しています。当地域では「子育
て」「若者」「高齢化」等のさまざまな分野において取り組み
が行われていますが、ここに外国人市民がもつ“多様性”の
力が融合すれば、新しい地域の創造につながるのではない
でしょうか。
　このセミナーでは、さまざまな「まちづくり」に関わる主
体との連携・協働による「多文化共生社会」の実現について
考えます。
基調講演：
　和田信明氏（認定NPO法人ムラのミライ元代表理事）
パネルトーク：
　小池田忠氏（名古屋市市営住宅自治会連絡協議会会長）
　田尾大介氏（円頓寺商店街「西アサヒ」）

Global Youthデー
「今、“グローバル人材”へのトビラを開けよう！」

　NIC Global Youth Award2017に応募している高校
生・大学生・NGO等の団体が活動内容をプレゼンテーショ
ンします。難民支援や子どもへの教育支援、フェアトレード
に関する取り組みなど、様々な活動について紹介します。参
加者一人ひとりが活動への第一歩を踏み出すきっかけとな
る刺激的な１日です。
●日時：2月18日（日）13:00～17:00
●場所：名古屋国際センター 別棟ホール
●対象：一般（中学生以上）
●定員：150名　●参加費：無料 
●申込方法：�メール、電話、ウェブサイトおよび来館にて2

月17日（土）まで受付。定員に達し次第締切。電
話と来館の受付は9:00～17:00（月曜休館）。

　神田すみれ氏（瀬戸おせっかいプロジェクト）
　�秋田有加里氏（愛知淑徳大学コミュニティ・コラボレー
ションセンター）
　オルテガ・レオナルド氏（安城市土器田町内会世話人）
●日時：3月4日（日）13:00～16:30
●場所：名古屋国際センター 別棟ホール
●参加費：無料　●定員：150名
●申込：�2月13日（火）10:00からメール、電話、ウェブサイ

トおよび来館にて受付。定員に達し次第締切。電話
と来館の受付は9:00～17:00（月曜休館）。

申込・問 交流協力課　☎052-581-5689　
          ✉seminar-vol@nic-nagoya.or.jp 
        　URL http://www.nic-nagoya.or.jp/

防災サロン

　外国人住民を対象に、やさしい日本語による防災・減災講
習を行います。3回とも同じ内容です。災害語学ボランティ
アによる英語・中国語・ポルトガル語・スペイン語等の通訳
がつく予定です。
●日時：�3月11日（日） ①11:45～12:45 
　　　  ②13:45～14:45 ③15:45～16:45
●場所：名古屋国際センター 5階 第1会議室
●対象：�名古屋市在住・在勤の外国人（同伴の日本人も参加

可）
●定員：各回30人　●参加費：無料
●申込期間：�2月6日（火）10:00から3月4日（日）17:00ま

で。定員に達し次第締切。
●申込方法：�希望の時間を添えて、メール、電話、ウェブサイ

トおよび来館にて。電話と来館の受付は9:00
～17:00（月曜休館）。

申込・問 交流協力課　☎052-581-5689
          ✉seminar-vol@nic-nagoya.or.jp
        　URL http://www.nic-nagoya.or.jp/

外国語で楽しむ絵本の会

　外国人ボランティアによる外国語の絵本の読み聞かせを
開催します。外国の絵本ならではのイラストや色使いを見
るだけでも楽しめます。
●日時：2月25日（日）14:00～14:30（英語・中国語）

3月  3日（土）11:00～11:30（英語）※

3月11日（日）14:00～14:30（英語）
3月25日（日）14:00～14:30（英語ほか）

●場所：名古屋国際センター 3階 ライブラリー
※�3月3日は中村図書館（中村区中村町茶ノ木25）
で行います。

●参加費：無料　●申込：不要
申込・問 広報情報課　☎052-581-0100　
　　 ✉info@nic-nagoya.or.jp

申込・問 交流協力課　☎052-581-5691
          ✉koryu@nic-nagoya.or.jp
        　URL http://www.nic-nagoya.or.jp/

みどり多文化交流会

　多文化共生のまちづくりに取り組む「みどり多文化共生
ボラネット」との協働で、地域の外国人住民と日本人住民
が交流を深める交流会を開催します。防災や防犯について
学べるコーナー、けん玉や工作などの遊びのコーナー、盆踊
り、フィリピンのバンブーダンスなどを通して、住民どうし
の顔の見える関係づくりをめざします。
●日時：3月25日（日）13:30～16:30
●場所：�名古屋市立南陵小学校体育館（緑区桶狭間森前

1348番地）
●対象：�緑区在住の方を主と

する市民一般
●参加費：無料　●申込：不要
問 交流協力課　
　 ☎052-581-5689

● 講演・セミナーなど ●

● イベントなど ●

国際交流イベントは ぜひ 名古屋国際センターで

まずはお電話にてお問合せください。
問 総務課　貸し施設担当　☎052-581-5679

※団体規約や行事計画書等の事前提出が必要です。

名古屋市在住外国人人口（国・地域別）
上位８か国（平成29年12月1日現在）

国・地域 人　数

１位 中 国 22,777

２位 韓国・ 朝鮮 16,883

３位 フィリピン 9,082

４位 ベ ト ナ ム 7,201

５位 ネ パ ー ル 4,750

６位 ブ ラ ジ ル 4,057

７位 ア メ リ カ 1,799

８位 台 湾 1,087

名古屋市在住外国人総人口 78,378

名古屋市総人口 2,316,316

● 外国人を対象とした事業 ●

NICの活動を支援していただくために、サポーター（賛助会員）を募集しています。みなさまのご協力をお待ちしています。

団体賛助会員　11月・12月更新団体
㈻朝日大学、安城市国際交流協会、伊勢湾海運㈱、大府市国際交流協会、岡谷鋼機㈱、㈻金城学院、興和㈱、近藤産興㈱、栄公園振興㈱、㈻椙山女学園、
㈱ダイエーディスポウズ、中京大学、（一社）中部経済連合会、中部互光㈱、東海テレビ放送㈱、東陽倉庫㈱、㈱豊田自動織機、㈻中西学園、

（公財）名古屋観光コンベンションビューロー、名古屋市立大学後援会、名古屋スペイン協会、（公社）名古屋青年会議所、㈻名古屋電気学園、㈻南山学園、
ブラザー工業㈱、㈱ワーロン	 （50 音順）

名古屋国際センターサポーター（賛助会員）
4 月から新年度スタート！！ この機会をお見逃しなく！！

※会員期間：学生・個人（平成30年4月～平成31年3月迄）、団体（入会から1年間）

NICは「公益財団法人」
の認定を受けており、
賛助会費には税法上の
優遇措置があります。

年会費   学生1,500円　個人5,000円　団体50,000円

●入会方法　申込書を郵送しますので、電話またはメールにて、ご住所・お名前をお知らせください。
問 総務課　☎052-581-5674　　✉nic@nic-nagoya.or.jp

NICには、ホール、研修室、会議室、展示室、和室の計14の貸し施設があります。
国際交流目的でご利用の場合（※）は、一般利用よりお手頃な料金となります。
ぜひご利用ください。

▲日本語教室

▲第2会議室（20席）

（Global Youth Award 2016より）

●NIC主催の講演会や交流会にご優待します。
●�隔月刊広報誌「ニック・ニュース」をお送り

します。
●月刊外国語情報誌「ナゴヤ・カレンダー」
　をお送りします（希望者のみ）。

●�来館にてお申込みいただいた方には、世界
寺子屋運動フェアトレード製品の「ペンケー
ス」または「カードケース」を差し上げます。

カード
ケース

ペンケース

大募集

サポーター（賛助会員）になると… 入会記念品

国際交流目的でのご利用例
日本語教室、語学サークル、
写真展、外国人向け茶道教室、
国際交流フェスティバルなど

レイアウト自由自在！

日時、内容などを変更する場合がありますので、予約不要のイベントでも、念のため事前にお問い合わせください。

1 2018/2・3ニックニュース 22018/2・3ニックニュース



ISC に住んで楽しい思い出がたくさんできた！」と語って
くれることがチューターとしての何よりの喜びです。

今後チューターとしての経験をどのように生かしていきた
いと思いますか。
　卒業後も社会人として交流ボラン
ティアの活動を継続していきます。これ
までチューターとして留学生が抱える
悩みや苦労を間近で見聞きし、相談に
も応じてきました。その経験を生かし、表面的な交流だけ
ではなく、真の意味で日本に留学して良かったと思っても
らえるような留学生支援活動を行っていきたいと思います。

※1　ISCのボランティアで、イベントの開催・運営を通じて館内留学生と
交流を深めるグループ。ウェルカムパーティー、陶器つくり、工場見学、
そうめん作りなどの各種様々なイベントを企画、実施している。

問 留学生課　☎ 052-654-3511　✉isc@nic-nagoya.or.jp

　国際留学生会館（以下「ISC」）では、留学生と生活を共にし、日常生
活のサポートを行う日本人のチューターが現在 4 名在住しています。そ
のうちのひとり、今年 3 月に大学卒業及び就職を機に ISC を離れる磯村
夏歩さんに、チューターとしての思いを語っていただきました。

チューターに応募したきっかけを教えてください。
　私は ISC の「交流ボランティア」※1 と
して活動していました。留学生と交流を
深めていく中で、彼らから個人的な相談
を受けるようになり、風俗・習慣が異な
る日本での勉学や人間関係など、様々な
悩みがあることを知りました。そこで私

はチューターとして ISC に在住し、より身近な存在とな
ることで、彼らの支えになりたいと思いました。

チューターのやりがいを教えてください。
　在館留学生に対し、相互理解や交流のためのイベントを
企画します。彼らには勉学だけでなく、日本の文化や風俗
習慣を理解していただき、日本でたくさんの思い出づくり
をしていただきたいと思います。今年度は、運動会やパー
ティの開催、津島市内のお寺での座禅体験などを行いま
した。彼らが帰国するとき、「日本に留学して良かった、

昨年11月25日、愛知県内の留学生に日本の伝統文化へ
の理解を深めていただくため、「十二単体験会」が国際留
学生会館（以下「ISC」）で開催され、中国、タイ、スペ
イン、フランスなど16か国1地域の留学生約40名が参加し
ました。

今回は、ステージでモデルを務めたスペイン出身の 
カルロタ ベルナンデスさんに、当日の感想や日本への思
いを語っていただきました。

＊　　＊　　＊
私は昨年9月に来日し、ISCで留学生活を送っています。

私は常に新しいことに挑戦したい気持ちが強く、日本の文
化や日本語を肌で感じたいと思い、日本に留学しました。

今決意しなければ、この先
も日本への留学は選択しな
いだろうという思いもあり
ました。
「十二単着付け体験会」 

でモデルに選ばれたことは 
大変光栄でしたが、同時に 

自分は不器用なので、ショー
を台無しにしてしまうので
はないかという不安もあり
ました。

着付けをした時は予想以
上に重く、緊張しましたが、
無事に最後までモデルを務

めることができて、神様に感謝しています。
十二単に限らず、私にとって日本の着物は古い時代の本

をめくるように非日常的で貴重なものです。理由はうまく
説明できませんが、この美しいものに大変魅せられます。
舞台に立った時、まるで別世界に身を置き、日本の歴史ド
ラマの主人公になったようで大変幸せな気持ちになりまし
た。

現在は、異なる文化や言語の中での生活です。そこには
混乱もありますが、それを学び、実践していく中で新しい
発見があります。様々な体験を通して、日本の文化や人々
を好きになっていくことを実感しています。

▲会場の様子

▲ステージでモデルを務めるカルロタさん

NICでは、この地域の学生が「多文化共生」や「国際理解」の現場を体
験し、将来グローバルに活躍するための視野を広げることを目的に、長
期インターンシップ生を受け入れています。昨年6月から5か月間、名古
屋市立大学人文社会学部在学の新

しん

保
ぽ

茉
ま

奈
な

さんが10月のワールド・コラボ・
フェスタ2017の企画に携わりました。

＊　　＊　　＊
私が担当したステージ企画「世界の楽器でコラボ！『民族の数だけ楽

器がある』」では、NIC地球市民教室の外国人講師とその家族の方々にご
協力いただき、各国の民族楽器を持ち寄って「ふるさと」と「花は咲く」
を演奏しました。限られた練習機会の中、一つひとつ音色の違う民族楽器
の音を合わせることは想像以上に難しく、悩んだこともありました。しか
し、音楽を仕事としているメンバーからの助言があり、また皆さんも自宅
で懸命に練習してくださったので、本番では成功を収めることができまし
た。様々な民族楽器がコラボして一つのハーモニーを作り出す楽しさと難
しさを実感しました。これは多様な価値観を持った人々が協働して一つの
社会を作り出す「多文化共生」でも同じこ
とが言えるのだと思います。

今回のインターンシップを通して、より
一層、日本と海外をつなぐ活動に携わりた
いと思うようになりました。この経験を生
かして、これから社会に貢献していきたい
と思います。

「人はみな同じ」「人はみな違う」
憲法が話題に挙がることが多くなりました。難

しい印象を与えがちの憲法ですが、今回紹介する本
では、子どもにもわかるように平易な文章とイラス
トや喩

たと

えを上手く使い、憲法とは何か、何のために
存在し、何が書かれているのかを紹介しています。

これらの本を読んでいると、多文化共生の目指
すところと憲法は、その本質で共通するところがた
くさんあることに気がつきます。誰もが人間らしく
生きる権利、誰もが幸せに生きようとする権利、そ
して、信頼関係の構築によって争いを失くすなど「誰
もが安心して幸せに暮らすことのできる社会」を目
指しているのです。この機会に憲法と多文化共生を
グッと身近なものにしてみませんか。

NIC Global Youth Award 2016 

奨励賞受賞団体からのメッセージ

NIC Global Youth Award 2016においてYouTubeを使っ
た独自性のある活動が評価されたL

ロ ス

os D
ド イ ス

oisと、現地との顔の見
えるつながりが評価されたソリアープロジェクト（両団体とも奨
励賞を受賞）からのメッセージです。

＊　　＊　　＊
Los Dois

私たちは、インターネット動画配信サイトYouTubeを通じて、
主に「防災」の情報を中心に、日本文化や名古屋の情報をポルト
ガル語・スペイン語・日本語の3言語で発信しています。活動を
始めたきっかけは、東日本大震災と熊本地震。名古屋の外国人が

「防災」をもっと身近に感じ、日常生活に取り入れてもらえるよ
う「動画」での情報発信を始めました。チャンネル登録者数は現
在1,700名を超えています。例えば、非常用持ち出し袋に入れる
水や非常食などの防災グッズとその購入先の紹介や、「多文化防
災ネットワーク愛知・名古屋」が主催した防災イベントのレポー
トを配信しています。これからも、防災の知識をより深めるとと
もに、防災以外の分野でも外国人と日本人のコミュニティがつな
がるよう活動の輪を広げていきたい
と思います。

YouTubeで「Los Dois」を検索
するとチャンネルが見つかります
ので、みなさんもぜひ一度動画を
ご覧ください。

ソリアープロジェクト
カンボジアを訪れた私たち日本人がSNSなどを介してつなが

り、現地のボランティアメンバーとともに、教育環境の改善に取
り組んでいます。具体的には、衣類、文房具等の物資の提供や、
学校建設、活動のための資金調達（クラウドファンディング）を
行っています。現地メンバーの原動力となっているのは、自らの
成功体験。「今より貧しい農村地域でも教育を受けられ、仕事に
つけたのは、家族や周囲の理解や協力があったから。その受けた
恩を地域や子供たちに還元したい。」と彼らは話しています。私
たちが彼らをサポートしたいと考えるのは、そんな彼らの熱い想
いに共感したからです。

将来、私たちの活動をきっかけに学んだ子がまた次の世代に
その成功体験をつなげていってくれ
ることを願って今後も活動を続けて
いきたいです。

活動内容の詳細はFacebookペー
ジをご覧ください。

https://www.facebook.com/
soryaproject/

平成30年2月18日（日）開催のGlobal Youth デーでは、NIC 
Global Youth Award 2017の受賞団体が決まります。是非ご
参加ください。（詳しくはP2をご覧下さい。）
昨年の様子は、右のQRコードからアクセスしてご覧いただけます。

国際留学生会館とは… NICが2001年から管理・運営している、名古屋市港区にある留学生専用の宿泊施設。居室90室のほか、研修室や和室、体育室
などを備え、100名の留学生が生活できる。日本文化理解講座の開催や各種相談・情報提供、地域住民との交流などを行っている。

特に目的があるわけではないけど、ぶらっと来てみたら、
気になることに出合える場所。
このコーナーでは毎回NICライブラリーのご紹介をします。

このコーナーでは、NICの事業やボランティアさんの活動などをご紹介します。
みなさんの知らなかったNICのあれこれを見つけてみてください。

A 13条

▲現地の子供たちとともに

子どもの国際理解/日本紹介コーナー

左から「あなたこそたからもの」、「檻の中の
ライオン」、「子どもに伝える日本国憲法」

▲�来場者のお子さんによる、ステージ上での
民族楽器体験（右端が新保さん）

Q 「一人ひとり違って
もいい」という意味の
ことが書いてあるのは
憲法の何条でしょう。

ク イ ズ

　  国際留学生会館チューター
～私たちがチューターです。
　　　困ったことがあったら何でも相談してください！～

▲磯村　夏歩さん

岩
いわ

永
なが

　飛
あす か

鳥さん
南山大学
外国語学部3年生

中
なか

川
がわ

　帆
ほ

乃
の

香
か

さん
名古屋外国語大学
現代国際学部2年生

上
かみがいと

垣外　紗
さ

英
え

さん
愛知県立大学
外国語学部3年生

磯
いそ

村
むら

　夏
か

歩
ほ

さん
椙山女学園大学
国際コミュニケーション
学部4年生

▲メンバーの立川さん（左）と菊地さん（右）

愛知県立大学外国語学部特別聴講学生
カルロタ ベルナンデス（スペイン出身）

留学生による「十二単体験会」

名古屋市立大学からの
インターン生が活動を
ふりかえりました。
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●災害への備えはしていますか？
カドカさん：2006年の来日当時、日本で地震が起きる
ということは知っていたので、建物が倒れたりしない

か不安になったことはありました。しかし、一人暮らし

だったこともあり、特に何の準備もしていませんでし

た。結婚して家族が増えたこと、そして、2011年の東

日本大震災や2015年のネパール地震が起きたことが

きっかけで、家族を守るために災害に備えなくてはと

思うようになりました。今は非常用持ち出し袋を作っ

て、いつも玄関に置いています。地域の防災訓練にも、

毎回家族全員で参加するようにしています。

●�どんなものを非常用持ち出し袋に入れて
いますか？

カドカさん：子どもがいるので、子どものための物が多
いですね。あと、ライトと笛（ホイッスル）は重要だと思

います。食べ物は、防災訓練に参加した時にもらった非

常食やレトルト食品、缶詰などを多めに入れています。

他には水、ロウソク、救急用品なども入っています。貴

重品については特に意識して準備していませんが、外

国人は在留カードを常に携帯しているはずなので、そ

れが本人にとって大事な身分証明になると思います。

●�防災・減災のために、普段からどんな準備
をしておくことが大事だと思いますか？

カドカさん：コミュニティで防災について話し合う機
会を持つことが大事だと思います。外国人の中にはこ

れまで一度も地震を経験したことが無い人もいます。

「地震は怖い」と頭では分かっているかもしれません

が、実際に大地震が起きた時の揺れは体験しないと分

かりません。ですから、外国人は準備をするよりも前

に、地震などの災害について知ることから始めないと

いけません。実際の災害現場の写真やビデオを観たり、

仲間同士で集まった時に話し合うだけでも心の準備に

なると思います。港区の防災センターに行けば防災の

知識を学ぶことができますし、地域の避難訓練に参加

すれば、近くの避難所がどこにあるかを確認すること

ができます。実は「避難所」の存在を知らない外国人も

多いんです。「災害の時に避難する場所が決まってい

る」ということを知らないんです。命を守るための場所

なので、知っておくべきですよね。ただ、外国人の場合

は、回覧版などで避難訓練のお知らせをするだけでは

地域の訓練への参加につながらないと思います。私の

場合だと、近所の人から声をかけて

もらったことが、訓練参加のきっか

けになりました。

　一度だけでなく、何度も思い出し

て話すことも大事ですね。私もしば

らく災害について思い出す機会が無

かったのですが、この取材があったの

で、改めて非常用持ち出し袋の中身

の確認をしたり、災害について意識

する機会になりました。イベントやお

祭りの開始時の数分だけでも防災の

ことを話すなど、繰り返し防災につい

て考えることが大事だと思います。

●�これまでに大きな災害の経験はあります
か？

ルーシーさん：1992年に来日して、阪神大震災や東日
本大震災の時も名古屋にいました。バングラデシュで

も地震は起きます。子どもの頃に一度、立てないぐらい

の揺れを経験しました。私の地元のチッタゴンでは洪

水が頻繁に起きて、大きな被害が出ます。

外国人と共に考える  災害への備え
　みなさんは災害への備えは万全でしょうか。近い将来必ず起こるとされている南海トラフ地震や、台風、集中豪雨な
ど、自然災害は避けることができません。だからこそ、災害への備えをしっかりしておくことが肝心です。
　日本に暮らす外国人もまた、この避けることのできない自然災害に向き合わなければなりません。「普段からの災害へ
の備え」についての外国人インタビューを通して、共に災害を乗り越える地域住民としての関わり方を考えます。

●災害への備えはしていますか？
クアンさん：2012年に来日しましたが、これまでに小
さな地震を2～3回しか経験したことがありません。ベ

トナムは地震がほとんど無い国なので、夜中の地震で

起こされた時はとても驚きました。2016年の熊本地

震の時に、非常用持ち出し袋を準備すると良い、という

ことを知りましたが、当時は一人暮らしだったことも

あり、水とインスタントラーメン、小さなライトを準備

したぐらいでした。2017年10月に結婚して妻がベト

ナムから来日しましたが、まだその準備は変わってい

ないですね。日本というと地震や津波のイメージがあ

るので、妻の実家からは「地震が心配。娘を守ってあげ

て」と何度も言われています。

ルンさん：私は日本に来たばかりで、ベトナムでも地震
に遭ったことはありません。何を準備したらいいか、ま

だ分かりません。

●�ここに色々な防災グッズを準備しました
が、お二人が自分の非常用持ち出し袋を作
るとしたら、何が必要だと思いますか？ 

クアンさん：ここに用意されたグッズの中には無いの

ですが、最初に自分が必要だと思ったのは、電気の漏

れを調べるチェッカーです。建物に被害があって漏電

すると、感電や火事が怖いです。私がエンジニアだから

そう思うのかもしれませんね。自分が持っていれば、近

所の人も助けてあげられます。ライトは点灯だけでな

く点滅するものがあると、自分の居場所を知らせる時

に便利だと思います。他には水、カップラーメン、お金、

薬、折り畳みヘルメット、ライター、マジックペン、割り

ばしなどを非常用持ち出し袋に入れたいと思います。

ルンさん：私がまず大事だと思ったのは食べ物と水で
す。カップラーメン以外にも、乾パンや防災食を選びま

した。それから絆創膏やガーゼなど救急・衛生用品の

セット、タオル、お金など。パスポートのコピーも入れた

いです。緊急連絡先などを書いたメモも持っておきた

いです。

クアンさん：単純に考えてカップラーメンを選んでし
まいましたが、お湯を沸かさないと食べられないです

ね。乾パンや羊羹
かん

などすぐに食べられる防災食が色々

あることが分かったので、取り入れていきたいです。

●�実際に非常用持ち出し袋の中身を考えて
みていかがでしたか？

ルンさん：地震を経験したことが無いので、とても勉
強になりました。

クアンさん：家族が増え
て、これまで以上にしっ

かりと災害に備えなけれ

ばならないので、良い機

会になりました。

シバラム　カドカさん
出身地：ネパール
来日歴：11年

名古屋大学大学院博士課程在
学。国際開発、経済開発の研究
に携わる一方、NCN（ネパー
ル・コミュニティ・ナゴヤ）の
代表もつとめる。

２人の新生活、ちゃんと
した備えが必要だね。

たくさん入っていま
すが、そんなに重く
ないですよ。

地域に暮らす外国人に聞きました

災害への“備え” していますか？

クアンさん（右）
ルンさん（左）
出身地：ベトナム
在日歴：5年（クアンさん）
　　　 1か月（ルンさん）

クアンさんはエンジニアとして
日本の企業に勤めながら、NIC
情報カウンターの多言語スタッ
フとしても活躍中。ルンさんは
2017年10月にクアンさんと結
婚して、日本に来たばかり。

▲たくさんの非常食が入っています！

カドカさんのネパール地震
被災地支援については、ニッ
ク・ニュース2016年2・3月
号で取り上げています。
ニック・ニュースのバックナ
ンバーはNICウェブサイト
よりご覧いただけます。

クアンさん＆ルンさん（ベトナム）の場合

カドカさん（ネパール）の場合

普段は学童保育所の指導
員として働く。NIC地球
市民教室の講師としても
長く活躍している。

ルーシーさん（バングラデシュ）の場合

ベガムシャムシャド　
ルーシーさん
出身地：バングラデシュ
来日歴：26年
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　平成29年11月26日、「NIC日本語の会」の持ち寄りパーティーにおいて、NIC職員から
「防災のお話と非常用持ち出し袋のご紹介」を行いました。学習者の多くは非常用持ち出し
袋の準備をしたことが無いということで、中身の防災グッズに興味をもって聞いていまし
た。
　その後、学習者の中から4名の方に協力してもらい、NICが用意した様々なグッズから、
自分が必要だと思うものを考えて「マイ非常用持ち出し袋」の試作をしてもらいました。

　2011年3月の東日本大震災で被災した外国人住民は、
日本人ですら想定していなかった大規模な被害の中、「何
が正しい情報なのか」を判断することがとても困難で
あったようです。2016年5月の熊本地震では、住民とし
て暮らす外国人だけでなく、観光で日本を訪れていた外
国人も多く被災しました。公共交通機関がストップして
情報が錯綜する中、安全に帰る方法を探すのに苦労をし
たそうです。
　一方で、外国人も日本人同様に避難所運営や炊き出し
に関わるなど、「支援する側」になることができます。（近
年の災害現場で、実際に外国人が地域防災の現場に関
わった「共助」の事例については、ニック・ニュース2017
年2・3月号の特集で取り上げています。）
　一緒の職場で働いている、近所に住んでいる、地域の日
本語教室で日本語を教えている…みなさんも何らかの形
で外国人と関わりを持っているのではないでしょうか。身
近な外国人と防災について話したり、避難訓練をするな
どの機会をもつことは、互いの防災意識の向上につなが
るはずです。
　地域の避難訓練や、友達同士で防災について話し合う
際のヒントとなる資料を３つ、ご紹介します。

◇�「東日本大震災からの学び～大災害時、県・政令市の地
域国際化協会の協働と補完を再考する～」
J.F.モリス、公益財団法人宮城県国際化協会、公益財団法
人仙台国際交流協会　共著

　東日本大震災の支援活動を振
り返り、当時の経験や支援活動
をまとめて作成されたもので
す。座談会や各支援団体からの
報告があり、非常に深い内容と
なっています。中でも『第五章
東日本大震災から私が学んだこ
と、日本に暮らす海外出身者に
伝えたいこと』では、震災を経験した31名の外国人住民
からのメッセージが、母語（または英語）と日本語で掲載
されています。災害の経験が無い外国人に読んでもらう
ことはもちろん、被災した外国人が感じたことを知る貴
重な資料として、日本人にも読んでもらいたい一冊です。
　公益財団法人宮城県国際化協会または公益財団法人仙
台観光国際協会（旧：公益財団法人仙台国際交流協会）の
ウェブサイトからダウンロードして閲覧できます。
http://mia-miyagi.jp/archive.html または
http://int.sentia-sendai.jp/j/activity/
311report_index.html
　切手代（250円）をご負担いただければ、冊子の郵送も
可能です。
問 （公財）宮城県国際化協会　☎022-275-3796
　 （公財）仙台観光国際協会　☎022-268-6260

◇�NIC防災マニュアル（英語・ポルトガル語・スペイン語・
中国語・ハングル・フィリピノ語・やさしい日本語）

　名古屋国際センターが作成した、多言語の防災マニュ
アルです。避難行動や情報収集の方法、非常持ち出し品の
準備など、防災に関する基本的な事柄を多言語で紹介し
ています。切り取って使える「防災カード」もついており、
緊急連絡先をメモして普段から持ち歩くこともできま
す。NICウェブサイトからダウンロードしてご利用いた
だけます。
http://www.nic-nagoya.or.jp/japanese/nicnews/
archives/2602

◇Safety tips
　（英語・中国語（簡体字/繁体字）・韓国語・日本語）
アールシーソリューション株式会社

　観光庁監修の外国人旅行者向け災害情報提供アプリで
す。スマートフォンにダウンロードすることで、緊急地震
速報や気象特別警報などの通知を多言語で受信すること
ができます。震度や警報のレベルについての解説や避難
行動フローチャートの他、周りの人から情報を得るため
のコミュニケーションカードなども多言語で用意されて
います。
App StoreまたはGoogle Playからダウンロードでき
ます。
http://www.rcsc.co.jp/safety

＜参考文献＞
●�『東日本大震災と外国人移住者たち』駒井洋監修　鈴木
江理子編著　明石書店2012年（NICライブラリー所蔵）
●�『 2016熊本地震外国人被災者支援活動報告書（第一
版）』　発行：一般財団法人熊本市国際交流振興事業団

●�災害への備えや普段から気を付けている
ことはありますか？

ルーシーさん：非常用持ち出し袋のようなものは、特に
何も準備していません。家の中には背の高い家具、大き

い家具、重いものなどは極力置かないようにしていま

す。テレビの防災特集を見ていると物が倒れることを

紹介しているので、家具を選ぶ時は意識して気をつけ

ました。普段は学童保育所で仕事をしているのですが、

学童では毎月1回防災訓練をします。学童でも高いと

ころに物を置かないことは意識していますね。

　もし自分が非常用持ち出し袋を準備するなら、お金

や身分証よりもまず非常食や救急・衛生用品を入れた

いですね。最近は外国のカレーなどがエスニック食材

店などで色々売っているので、外国人で日本の食べ物

に慣れない人はそういうものを準備するといいんじゃ

ないでしょうか。宗教上食べないものがある人もいる

かもしれませんが、同じ国や宗教でも考え方は人それ

ぞれなので難しい問題です。ただ、大きな災害が起きた

時は、いつも普通にあるものや便利な物が手に入らな

いことだけは覚悟しておかないといけないですね。

　それから、自分の住んでいる所の特徴を知っておい

た方がいいと思います。例えば私の場合は、家が建って

いるのは海から遠い高台なので、津波の心配はありま

せん。でも、住宅地で家が密集しているので、火事は心

配です。それぞれの住む場所で準備することは違いま

すよね。

　いつも心配ばかりしていても楽しくないから、出来

る準備をして楽しく暮らしたいですね。

●�災害が起きたとき、特に心配なことはあり
ますか？

ルーシーさん：日本は近所同士の付き合いが浅いよう
に感じます。最初は私が外国人だからなのかと思って

いましたが、日本に長く住むうちに、日本人同士であっ

ても近所付き合いが希薄なこともあると気づきました。

回覧板を回すだけでは、近所にどんな人が住んでいる

のか分かりません。日本人同士でも近所付き合いが無

いなら、外国人の近所付き合いはもっと少なくなりま

す。そんな状態で、大きな災害が起きた時に助け合える

のか不安になります。みんな働きすぎていて、近所の人

と交流する時間がほとんど無いんじゃないでしょうか。

　防災グッズを準備することも大事ですが、普段から

もっと近所付き合いをするようになったらいいなと思

います。

タカモトさん（ブラジル）
水、ライター、ブルーシート、ゴ
ミ袋、絆

ばん

創
そう

膏
こう

、パスポートのコ
ピーなどを選びました。もっと
たくさん入れてもいいですね。

ヤチイさん（台湾）
水や乾パンの他に、折り畳みヘルメッ
ト、軍手、給水バッグ、ライト、ラジオ
などを入れました。
貴重品はパスポートや保険証のコ
ピーの他に、印鑑もいれてみました。

パクさん（韓国）
乾パンと水２Lがあれば、しばらくは
大丈夫かなと考えました。他にはヘ
ルメット、布製ガムテープ、ライト、
救急セットなどを準備したいです。

山本さん（ブラジル）
一番大事なのは水だと思います。救
急セットやラジオなどの他に、メガ
ネのスペアも必要だと思いました。
スマホのバッテリーも準備したい！

「NIC日本語の会」の学習者の場合

共に地域防災を考えるために
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特
　
集

  

　最後に、牛乳
パックで笛を作る
体験をしてもらい
ました。四角く切
られた牛乳パック
にハサミで切れ
目を入れて、セロ
テープを使って組
み立てるだけなの
ですが、上手に出来るとかなり大きな音が鳴る笛が完成し
ます。実際に笛を吹いてみて、建物の倒壊に巻き込まれた時
などに、自分の居場所を知らせるためにホイッスルなどが
有効であることを実感してもらいました。

　参加した外国人学習者からは「防災の知識を学んで、とて
も勉強になった」「地震の起きない国から来たので、備えに
ついて初めて知ることがあった」などの感想があり、“必ず
来る”災害について考えるきっかけとなったようです。

次号の特集テーマは「世界とつながる玄関〜空港・港〜」を予定しています。次号予告

　現在、名古屋市には約7万8千人※1、愛知県全体では約23万人※2の外国人が住んでいます。近年は留学生や技能実習生などの増
加が目立ちますが、それは「この地域に来て間もない、新しい外国人住民」が増えていることを意味します。彼らを巻き込んだ地
域の防災活動は、今後の課題の一つです。多様な文化背景を持つ人たちが集まれば、電気や水が使えない時の工夫、防災食のアイ
デア、災害時のストレスの和らげ方など、新たな防災・減災の知恵を生み出すきっかけにもなるかもしれません。
　身近な交流を大切にして、外国人と日本人が互いに学び、共に考え備える、災害に強い地域をつくっていきましょう。

　平成29年11月29日、イーブルなごや（中区）の視聴覚室
において、防災出前講座を開催しました。今回の参加者は、
イーブルなごやで活動するボランティア日本語教室「こと
ばの会」で学ぶ外国人学習者12か国26人でした。
　講座ではまず、NICの職員が「地震が起きた時に何をする
か」について、スライドや東日本大震災のビデオ映像など
を交えて話しました。「地震が起きた時にまずしなければ
ならないのは、自分の命を守ることです」と職員が話すと、
突然会場に鳴り響いたのは緊急地震速報のアラーム音！も
ちろんこれは訓練のための音声ですが、参加者は急いで机
の下に隠れて、“身を
低くして、頭を守り、
動かない（DROP !  
COVER ! H OLD  
ON! ）”という命を
守る行動を実際に体
験しました。

　「なごや防災ボランティアネットワークなか」の講師から
は、「地震が起きた後は何をするか」として、避難時の服装・
持ち物や、デマに惑わされず正しい情報を知ることの大切
さ、地域の避難所は外国人でも使えることなどをお話しい
ただきました。そして、非常用持ち出し袋を用意しておくこ
とはもちろん、挨拶をするなどの普段からの近所付き合い
が災害時の助け合いにつながることを伝えました。

▲�「なごや防災ボランティアネットワークなか」のお話

▲突然の緊急地震速報！

名古屋国際センターでは、このような防災出前講座を市内各地に出張して無料で行います。地域の日本語教室だけで
なく、外国人の多い職場やグループなどでも講座を行うことができます。参加者・開催場所に合わせた内容や、災害
語学ボランティア（通訳）派遣についても相談に応じますので、出前講座の開催に関心がある方は、ぜひお問い合わせ
ください。
問 交流協力課　☎052-581-5689 ✉vol@nic-nagoya.or.jp

NICの防災出前講座とは？

NICが行う「外国人防災啓発事業」の一つ。地震などの災害に
ついての知識が十分でない外国人を対象に、防災・減災に関す
る基本的な知識と意識を身につけてもらうため、職員や講師
を派遣して防災・減災に役立つ講習を行う。これまでに地域の
日本語教室や外国公館などと連携して実施。

◀�上手に完成しました！

▶笛作りの指導

※１　平成29年12月1日時点（出典：名古屋市）　　※２　平成29年6月30日時点（出典：法務省）

コツがデザインされたカラフルな土産品がたくさんあ
ります。また、10月末～ 11月2日の「死者の日」はガ
イコツの日とも呼ばれ、死者がこの世に戻ってくると言
われています。墓に祭壇を作り、故人の好きだった花や
食べ物などで飾って、歌や食事を楽しみます。3月16
日（金）から日本で公開されるディズニー /ピクサー最新
作「リメンバー・
ミー」は、「死者
の日」をモチーフ
にした映画です。
陽気でカラフルな
“死者の国”を舞
台に“家族の絆”
を描いています。

 メキシコ市にあるナゴヤ中学
　メキシコ市には、ナゴヤ中学という名前の公立中学校
があります。1980年8月に開設され、名古屋市とメキシ
コ市の友好を記念して「ナゴヤ」と命名されました。校
章には名古屋城の金鯱

しゃち
がデザインされており、制服に

もこの校章があしらわれ
ています。入学式では毎
年、学校名が姉妹都市で
ある「名古屋」に由来す
るという説明があり、生
徒たちは名古屋に親しみ
を持ってくれています。

 身近で陽気なガイコツ
ガイコツといえば日本では怖いイメージがあります
が、メキシコではとても身近な存在です。お店にはガイ

●青年海外協力隊として
「同じ地球の上なのに、先進国と開発
途上国でなぜ生活環境が違うのだろう」
という疑問を持ち、「自分の目で確かめ
たい」と思い、大学新卒での参加を希望
しました。配属先の小学校では、学生時
代に学んだ美術や音楽を活かし、壁画制
作や図工クラブの運営、音楽の授業など
を行いました。活動を通して子ども達が
いきいきとした笑顔、キラキラと輝く目
を見せてくれる時、「タンザニアに来て
本当に良かった」と思いました。文化も
人種も言葉も、様々な違いを越えて理解
し合えたことはとても貴重な経験です。

私をあたたかく受け入れて支えてくれた
同僚や子ども達には、今でもとても感謝
しています。
●JICA名古屋市デスクとして
国際協力に取り組んでいる方や関心の
ある方は、行動力や熱い思いを持ってい
る方が多いと感じます。「自分ももっと
がんばろう！」と、いつも刺激を受けて
いました。この仕事を通してたくさんの
方と知り合えたことが一番の財産です。
●これから目指したいこと
タンザニアでの経験を通し、障害児・
障害者支援について学びたいと思いまし
た。今後は福祉分野において国内で勤務

予定です。いつの日かまた開発途上国の
現場で働くことを目標に頑張っていきま
す。

＊�2月末をもちましてJICA名古屋市デスクは廃止と
なります。今後のお問い合わせはJICA中部まで
お願い致します。
☎052-533-0220　✉jicacbic@jica.go.jp
住所：�名古屋市中村区平池町4-60-7 
　　　JICA中部なごや地球ひろば

▶制作した世界地
図の壁画の前で、
タンザニアの子
ども達と

名古屋姉妹友好都市協会の公式ウェブサイト・フェイスブックページでは姉妹友好都市にちなんだイベント情報等を発信しています。
ぜひご覧ください。
　　名古屋姉妹友好都市協会ウェブサイト	 URL: http://nsca.gr.jp/
　　名古屋姉妹友好都市協会フェイスブックページ	 URL: https://www.facebook.com/nagoya.sistercities

　メキシコ市と名古屋市は1978年2月に姉妹都市提携を結び、2017年度に提携40
周年を迎えました。今回の「姉妹友好都市の広場」では、メキシコ市との交流やメキ
シコ文化についてご紹介します。

編集後記 今回の特集をきっかけに、恥ずかしながら初めて自分の非常用持ち出し袋を準備しました。今後も色々な人と話をしてアイデアをも
らって、中身を充実させていきたいです。（加）

名古屋市国際協力推進員　
離任のごあいさつ

谷 村 祐 樹
（青年海外協力隊・タンザニア・小学校教諭・2011.6～2013.6）

2月末をもって離任させていただくことになりました。い
つもはインタビューをさせていただいていましたが、今回は
私自身について書かせていただきたいと思います。

JICA名古屋市デスク 谷村 祐樹　E-mail：jicadpd-desk-nagoyashi@jica.go.jp　TEL：052-581-5691（名古屋国際センター交流協力課内）

タンザニアってどんな国？
1.面積
　94.5万平方キロメートル
　（日本の約2.5倍）
2.人口　5,182万人（2014年：世銀）
3.首都　ドドマ（法律上の首都）
4.民族
　スクマ族、マコンデ族、チャガ族、ハヤ
族等（約130）
5.言語
　スワヒリ語（国語）、英語（公用語）
6.宗教　イスラム教（約40％）、キリス
ト教（約40％）、土着宗教（約20％）
7.主要産業
　農林水産（コーヒー、サイザル麻、茶、
綿花、カシューナッツ、タバコ、グロー
ブ、トウモロコシ、キャッサバ等）、製
造・建設、サービス等

（出典：外務省HP　各国・地域情勢）

タンザニア

　　

　アフリカ大陸

▲ナゴヤ中学の生徒

▲映画「リメンバー・ミー」より
　©2018 Disney/Pixar. All Rights Reserved.

“必ず来る”災害に備えよう
　　　NIC防災出前講座レポートNICの取り組み
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